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1は じ め に

市場の成熟化によリマーケティング競争が激化する状

況下では,消費者が魅力を感じることのできる商品の開

発・販売が不可欠である。

本稿は,消費者がネギに対して魅力を感じる品質とは

何かを明らかにするとともに,その重要度・効用値の計

量化を行うことを目的とする。

2試 験 方 法

(1)首都圏及び秋田県在住者を対象とした,グループ

インタビュー調査 (2001年 )

(2)秋田農試経営計画部消費者モニターを対象とした,

郵送法によるアンケート調査 (2001年 )

3 試験結果及び考察

(1)「魅力的品質J

「品質」には「客観的側面」と「主観的慎l面」という2

つの佃1面がある。こうした 2つの品質概念を体系的に説

明するモデル (狩野 1992)と して,「物理的な充足状況」

と「顧客による主観的な満足状況Jを使用したものがあ

る (図 1)。

このうち,「魅力的品質」とは,「不充足なら仕方ない,

別に不満も感じない,だけど充足されると魅力的で気に

入るもの」であり,農産物の差別化要素ともつながるも

のである。

(2)ネギにおける「魅力的品質J

消費者のネギに対する「魅力的品質」を明らかにする

ため,グループインタピュー等の結果から品質項目を選

定し,ア ンケート調査による定量調査を行った (表 1)。

「魅力的品質」としては「鮮度表示」に対する回答率

が最も高く,以下「栽培方法表示」「栄養成分表示」と

つづく。「一元的評価」として高い評価をうける「自身

のツヤ」「葉の色J「自身の割合」は,同時に「当たり前

評価」としても高い回答率となっている。なお,地域別

では,首都圏では「あまみ成分」が,東北では「栄養成

分表示」力`「魅力的評価」として高い評価を受けている

ことが特徴として指摘できる (データ省略)。

(3)消 費者のネギに対する重要度・効用値の計測

上記の結果を踏まえ,消費者の用途別ネギに対する効

用を把握するため,「販売本数 (量 目)J「 自身の長さ」「太

さ」「栽培方法」「表示Jを対象としたコンジョイント分

析を行った。

やく味用,なべ料理用のネギともに,消費者は「販売

本数」に関する重要度が最も高く,以下「表示」「栽培

方法」の順となっている。魅力的品質として評価された

「表示Jの重要度は,や く味用ネギで高く,表示の効用

値は「鮮度表示」が高い。その他,やく味用となべ料理

用のネギでは,「販売本数」や「自身の長さ」に対する

消費者の効用が異なっていることが明らかになった (表

2)。

また、「表示」に対する消費者の重要度が高い,や く

味用ネギについての回答者の居住地域別分析を行つたと

ころ,①「表示」に対する重要度は東北で高いこと,②

販売本数に対する効用値は,首都圏では「1～ 2本」が

プラス値であるが,東北では「2～ 3本」がプラス値で

あること,が明らかになった (表 3)。

4 ま と め

「鮮度表示」「栽培方法の表示」が,消費者が感じる

ネギの魅力的品質として評価された。

コンジョイント分析の結果では,消費者はネギの「販

売本数」に対する重要度が最も高いものの,「表示」が

それにつづいた。とくに,消費者のやく味用ネギに対す

る「鮮度表示」の効用値が高い,と いう結果が得られた。

このことより,夏ネギ (や く味用ネギ)での「鮮度表

示Jが,差別化戦略のひとつの切り回となることが明ら

かになった。
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図1商品の「当たり前品質」と「魅力的品質」 (モデル)
注 魅力工学フォーラム 1992魅 力工学 海文堂 54

表1ネギの品質評価

葉の色
大きさのバラツキ
曲がり
最適な太さ
あまみ成分
からみ成分
土つきネギ
ボケ
鮮度表示
栄養成分表示
自身のツヤ
自身の割合

２３

２３

３６

４７

４４

３‐

１３

５５

∞

11
37
37
11
0

26
74⑤
26
05
184③
174④

注 秋田農試 消費者モニターを対象としたアンケート (n=190)
「一元的評価」:充足で「満足」、不充足で「不満」と感じる
「魅力的評価」:充足で「満足」、不充足で「しかたない」「当然」「何とも」感じない
「当たり前評価」:充足で「しかたない」「当然」「何ともJ感 じない、不充足で「不満」を感じる
「無関心評価」:充足でも不充足でも「満足Jも 「不満足」も感じない
「逆評価J:充足されているのに「不満」を感じたり、不満足なのに「満足」を感じる
「懐疑的回答」:一般的な評価としては考えにくい回答
①～⑤は縦比較での順位

1,ト

販売本数  2本          3342
3A

-06339

07127   3701
-01787

1本

販売本数  2本
02765

3417     05691   3296
-08456

-28002
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表2ネギのコンジョイント分析 (全体) 表3やく味用ネギのコンジョイント分析 (地域別)

重要度  効用値  重要度  効用値

35センチ
自身の長さ 30センチ

25センチ

04668              08258

1662    -02340   1751     02313
-02328           -10571

35センチ
自身の長さ 00セ ンチ

04667             04669
1840    -02363   1551    -02325

-02304             1 234425センチ

太 さ

栽培方法  [Si機キ19S:じ言キ 12715
栽 肪 沐  :1職 す書 :::3 

螂
・
0 4:器 口 59 161:

からみ あまみ成分表示      03235      03831
表示    鮮度〈収穫日時等)表示 2228  12766 1863  07745

なし               -16001       11576

注 秋田農試 消費者モニターを対象としたアンケー ト
(n=227)

表示    鮮度〈収穫日時等)表示 1958  11735 2397  13410
なし               -13382      17638

〕5～2にンチ
20センチ以上

-03371

03371&篤l ,26

注.表 2に同じ
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